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１．はじめに れている．つまり，井手は熊本盆地の風土を支えている

インフラストラクチャーである．  

ｂ）白川と渡鹿堰 (1) 研究の背景と目的 

 白川は熊本市街地に入ると蛇行し，渡鹿地点でも大き

く湾曲している．城下を守るため，清正は大きな石造堰

を築いて治水を図るとともに，平時は水をためて灌漑用

水とした．工事の時期は 1606 年（慶長 11）から三年間

と言われる．これが白川水系最大規模の灌漑用水施設と

なった渡鹿堰である．現在のコンクリート堰は 1953 年

（昭和28）の大水害後に改修されたものである1）。 

熊本県には井手と呼ばれる農業用水路が多く存在す

る．これらは，近世期に築造されたものが大半であり，

土木の神様と言われている加藤清正が計画・築造したも

のも少なくない．そのため，井手は歴史的に価値のある

土木遺構であり，現在も様々な特産品を生産し，熊本県

の農業を支えている．井手は，灌漑用水であるとともに，

集落の生活用，防火用，親水用，環境保全用など多面的

機能をもっていた．昭和 30 年代から始まる高度経済成

長期には，国土の急激な改造の影響を受け，農業水利施

設の合理化が進められた．その結果，水路の多面利用行

為を長年にわたって可能にしてきた水辺空間は，大幅に

減少した．しかし近年では，井手を地域資源として見直

したまちづくり活動が行われている．そのため，井手と

地域の一体感を持つ景観が望まれている． 

ｃ）大井手 

大井手は 1596 年～1615 年（慶長年間）に加藤清正が

開削したと言われている．清正創設時の灌漑面積は約

1,083 町にも及んだ３）と言われ、大井手は今もなお農業

用水として利用されている．また大井手は途中から一の

井手，二の井手，三の井手に分水する． 

 

図1 大井手の位置 2)筆者加筆） 

そこで本研究では，井手沿川に広がる，地域との一

体感が感じられる景観を里川景観とし，地域の風土に根

ざした景観形成要因を明らかにすることを目的する．井

手の特性としては，人工物であること，流量調節が可能

であること，安全に利用でき生活に取り込まれてきた水

辺空間であることである． 

 

(2) 研究対象地の概要 

ａ）大井手地区の地形 

 大井手は，熊本市東部を流れる農業用水路で，一級

河川白川から取水し，熊本平野を潤している．熊本市は

水の豊富な都市であり，上水道の水源は地下水である．

これは熊本市が阿蘇カルデラの西方に位置し，透水性の

高い火山灰の風化土のおかげで，地下水を蓄えることが

できるからである．その地下水だが，降水だけによって

供給されるものではなく，井手や水田の水が漏れ涵養さ 

 

 

 

 

 

大井手 

延長：2．7km 

水路勾配：1/1000 

平均水路幅：８ｍ 

灌漑面積：400ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*    キーワーズ：景観，都市計画，空間設計，里川景観， 

          コミュニティ 

**  学生員 熊本大学大学院自然科学研究科 博士前期課程 

   （熊本市黒髪2-39-1，082d8837@st.kumamoto-u.ac.jp 

   TEL096-342-3579 FAX096-342-3579） 

***  正員 博士（工）熊本大学大学院自然科学研究科 准教授 

**** 学生員 修士（工） 同 自然科学研究科 博士後期課程 

 

 

 

 

 

 

 



表１ 大井手の歴史４)～９）より筆者作成） ２．大井手沿川における水辺空間の形成 

  

1596年 慶長元
1615年 慶長19
1850年 嘉永３ 新屋敷が武家屋敷として建設
1871年 明治４ 廃藩置県より熊本県となる
1878年 明治11 熊本が熊本区になる
1879年 明治12 迎町,新屋敷が熊本区に編入
1889年 明治22 大江村が熊本に編入
1894年 明治27 　　　　白川の大旱魃
1897年 明治30 　　　　白川の大旱魃
1898年 明治31 　　　　熊本県が分水命令を制定
1904年 明治37 　　　　水利組合法が施行
1917年 大正６ 　　　　　　　　日吉村外８カ村水利組合
1924年 大正13 　　　　分水協定
1925年 大正14 　　　　　　　　　　渡鹿堰普通水利組合
1926年 昭和元 　　　　分水協定
1952年 昭和27 　　　　　　　　　　　 渡鹿堰土地改良区
1953年 昭和28 ６．２６大水害で渡鹿堰崩壊
1955年 昭和30 渡鹿堰がコンクリート堰に改修
1956年 昭和31 託麻村の一部が熊本市に編入
1970年 昭和45 託麻村が熊本市に編入
1978年 昭和53 渡鹿地区で大井手を守る会発足
1990年 平成２ 大井手界隈夢祭りを開催
1991年 平成３ 新屋敷リバーサイド構想
1993年 平成５ 大井手地区水環境整備事業

年代 大井手沿川のできごと

　　　　大井手の開削
大井手沿川の水辺空間形成過程を明らかにするため，

熊本市制を中心としたまちの変容，白川水系の出来事に

について歴史的事項を，年表（表１）に整理した．さら

に，大井手を中心とした熊本市街地，水辺の変遷を図２

に整理し，その変化の傾向を分析した． 
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 (1) 農業基盤形成期（1588～1867年）  

加藤清正は託麻平野（熊本城下と白川を挟んで反対

側）を灌漑する目的で白川に渡鹿堰を築造，大井手を開

削し，大江では石造樋門により大井手から３本の用水路

を派生させた．大井手開削により，託麻平野は肥後国中

之絵図（正保国絵図）3）に示すように農地化された．大

井手沿川には，渡鹿村，大江村，本庄村が存在しいずれ

も農村であり，下流に位置する村ほど石高が大きい． 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 都市化黎明期（1868～1893年） 

 託麻郡でも大井手周辺は都市に近接し，都市関連の

雑貨や農村関連の鍬・鎌などの家内工業的生産が行われ

ていた．明治初期に城下町にあった，いくつかの大規模

施設が大井手沿川に移転されるが，託麻郡図からは，都

市近郊農業地域であったことが分かる． 

 

ながらも，法令の規定による分水を県に具申し「白川分 

水命令」を獲得した．大正期から昭和初期にかけて，再

び旱魃に見舞われ，白川流域では水騒動が頻発した．  

県知事の分水命令とは別に，1924 年（大正 13）と

1926 年の二回，熊本県の斡旋によって上・下流の関係

町村長が協議し白川流域分水協定を取り交わした．しか

し，1927 年（昭和２），1934 年にも旱魃が起き，その

度に下流側農民は，県庁に押しかけ分水命令の発動を陳

情した．渡鹿堰の灌漑区域は当時の画津，日吉，田迎，

御幸の四か村で取水量が多く，この堰で取り入れた用水 

(3) 農業用地再編期（1894～1935年） 

 藩政期に生まれた水利慣行は，上流優先，古田優先の

原則であった．しかし，渇水期には上流と下流が常に協 

議し，たびたび激しい水争いが繰り返されてきた。 

近代に入っても農地としての状況に変化はなく，1894

年（明治 27）記録的な旱魃に見舞われた．1897 年にも

水争いが起き，翌年，下流側農民が従来の慣行を考慮し 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 大井手水辺空間利用者の変遷（平面図及び断面図） 



(2) 地域住民による水辺の活動史 は白川には戻らず，緑川水系に落ちた．大井手沿川では，

耕地整理に伴って水田化が進み，灌漑用水の需要も多く

なり，渡鹿堰改修をめぐって水争いが多発した。 

現在，大井手沿川には一般住民（耕作者ではない） 

表２ 大井手に関する景観形成史 

時代
区分

大井手を守る会活動 大井手沿川地区に関する整備

1978年 昭和53年 ホタルの会発足
1979年 昭和54年 大井手の改修（ホタル護岸の設置）
1982年 昭和57年 ホタル鑑賞会のための実行委員会設置

1983年 昭和58年 渡鹿地区の下水道工事
1984年 昭和59年 渡鹿地区の下水道工事

1985年 昭和60年 ホタル鑑賞会と改称
1987年 昭和62年 北原公園開園（ホタル飼育小屋設置）
1988年 昭和63年 大井手を守る会と改称

大井手・北原公園の定期清掃活動開始
９月大井手の自然環境調査

1991年 平成３年 ８月大井手の自然環境調査終了
大井手を守る行動隊結成

渡鹿地区水環境整備事業
1993年 平成５年 町内盆踊り大会初参加

始
第１回　「大井手を語る会」開催

渡鹿地区水環境整備事業完了
渡鹿神社初詣開始（～2004年）

1996年 平成８年 第１回　大井手川遊び開催
1997年 平成９年 ホタル鑑賞会再開

第１回　大井手自然観察会
県下一斉川の水質検査初参加

2004年 平成16年 第１回　町内餅つき大会
2006年 平成18年 ホタル小屋の改修（網張り） 北原公園ホタル池の水漏れ防止工事
2007年 平成19年 講演会　「大井手を守る会の過去・現在・未来」

1995年 平成７年

平成15年2003年

大
井
手
認
識
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域
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活
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平成２年1990年
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平成６年1994年

 1934 年（昭和９）白川下流用水幹線改良事業により，

白川分水問題は一応の解決をみた．この時期，大井手周

辺は農地が減少し，宅地が増加した． 

 

 

 (4) 都市域拡大期（1936～1977年） 

 1953 年（昭和 28）田迎村，御幸村を熊本市に合併し

たことをきっかけに，大井手および一，二，三の井手沿

川の村が次々と熊本市に合併された．また，1970 年

（昭和45）託麻団地造成や1977年（昭和52）一の井手

大江～白山通り間の暗渠化などが起こり，大井手沿川の

区画整理，市街地化が進んだ． 

 

 

 

 

 

 

 (5) 地域住民活動期（1978～2007年） 

 1978 年（昭和 53）大井手沿川の渡鹿地区で「ホタル

の会」が発足したことを契機に，大井手周辺では地域住

民による水辺づくり活動が多く見られた．1989 年（平

成元）には，田迎地区で二の井手を清流にする実行委員

会が鯉の放流を行なわれた．これらの活動は，前期にお

ける水辺の暗渠化や水質悪化に対する反動とも言え，生

活環境の改善を図るものであった．しかし一方で，1993

年（平成５）の白山通り～東バイパス間の暗渠化が陳情

されるなど，大井手沿川では農業との関わりが薄くなり

つつあることも読み取れた． 

しか居住しておらず，先に示したように彼らが日常的に

大井手に関わる行動が景観形成上重要となる．そこで，

①地域住民の代表「大井手を守る会」の活動，②大 

井手沿川に関する整備の２項目を，資料調査，ヒアリン

グ調査から表２にまとめた． 

かつて，大井手はホタルが住める清流であった．し

かし，昭和50年代から60年代にかけて，下水道の整備

おろか計画も行われておらず，各家庭からの生活排水の

流入などにより大井手はドブ川と化していた．その頃，

渡鹿地区に住んでいた沢田一郎氏（現：大井手を守る会  

３．地域住民による景観形成に関する分析 事務局長）は，渡鹿地区での下水道整備を目標に，大井

手にホタルを放流する活動を始めた．沢田氏の活動開始

から２年後，渡鹿地区には清原武則氏を会長とする「ホ

タルの会」が発足した．その後，ホタルの会は 1985 年

（昭和 60）に工藤康記氏を会長とする「ホタル鑑賞

会」を経て，1988 年（昭和 63）の肥後の水資源愛護賞

を受賞したのを機に橋口英夫氏を会長とする「大井手を

守る会」と改称し現在に至る． 

 

(1) 各主体の景観形成における役割の整理 

大井手沿川の景観を形成してきた主体として，３章

の年表から行政・耕作者・地域住民の３つのコミュニテ

ィが考えられる．まず，大井手沿川の景観形成を理解す

る為，各主体の役割を整理する． 

ａ）行政：堰や水門など水利施設の維持管理と改修を行

う．景観形成に関しては，水辺空間をつくる主体となる． (3) 地域住民による景観形成の時代区分 

地域住民による水辺活動を中心に景観形成を分析し，

３期に時代区分された． 

ｂ）耕作者：農業用水及び施設の管理者．具体的には通

水時期の年間決定，流量・水質管理，清掃を行っている．

景観形成の基盤となる「用水」に関する責任がある． ａ）第１期 生活環境改善期（1978年～1984年） 

「ホタルの会」の設立目的は、渡鹿地区下水道整備

であり，生活排水が流入していた大井手をホタルが住め

る清流に戻すことであった．1984 年（昭和 59）に下水

道工事が完了したことによって目標は達成された． 

ｃ）地域住民：大井手川遊びや夏祭りへの参加，清掃活

動など，水辺におけるさまざまな活動を行っている．景

観形成としては，「水辺活動」の主体となる． 

 

ｂ）第２期 大井手認識期（1983年～1995年）  

 1985年（昭和62）北原公園開園，さらに1988年（昭

和 63）「大井手を守る会」と改称し，ホタルの自生と

大井手を守ることを目的としていた推測される．1995

年（平成７）の渡鹿地区水環境整備事業の完了により，

ホタルの自生は達成された． 

 

 

 

 

 

ｃ）第３期 地域資源再生期（1996年～現在） 写真１ 各主体による役割の整理 

 1996 年（平成８）から始まった大井手川遊びが特徴 



的である．これは，前期までには見られなかった井手そ

のものを利用した活動である．この活動は，1995 年

（平成７）渡鹿地区水環境整備事業により空間整備がな

されたことで初めて可能となった．地域住民が，大井手

とその景観を地域資源として扱っていると考えられる． 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ g ｈ ｉ ｊ
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４．地域住民の水辺利用意識に関する分析 

 

(1) 空間的分析からみる地域住民の意識変遷 

大井手を守る会を含む，地域住民の大井手周辺にお

ける水辺活動を，活動場所とその変遷が分かるように，

断面図的に井手からまちまで，表３のように分析した． 

ａ）第１期 生活環境改善期 

地域の水辺環境を地域住民に意識させ，下水道整備

を実現させるには，大井手の水質に注目を集める必要が

あった．そこで行われた「ホタルの放流」という活動は，

井手だけ完結する活動ではなく，井手からまちへと関心

が広まるような活動であったと分析できた． 

ｂ）第２期 大井手認識期 

 井手からまちへ広まり始めた活動は，清掃活動や大井

手を語る会のように，水辺とはいえ「まち側」で行われ

る活動へと広がり，1988年（昭和63）には，「大井手を

守る会」への改称に繋がった．この時期は，大井手を含

めた地域について「知る」ための期間であったと言える． 

ｃ）第３期 地域資源再生期 

 ①まちでの活動は継続されており，同時に大井手川遊

びや自然観察会など井手での活動が増加している，②井

手での活動は２つとも地域の子供たちを対象とした活動

である，③ホタル鑑賞会の再開．以上３つのことから，

大井手そのものを「活かす」つまり地域資源として扱っ

ていると考えられる． 

(2) 水辺利用意識の変化の分析 

前節で明らかになった意識の変遷を，平面図的に考

えると活動の広がりがよく理解される． 

第１期に水辺という井手とまちとの境界部で始まっ

た井手に「気づいた」水辺活動は，第２期になり，まち

側へと井手を「知る」行為として伝播していった．第３

期になると大井手を「守る」という積極的な目的のため

に，井手沿川の地域住民が，大井手に集まり「活かす」

という広がりになったと考えられる． 

 

５．おわりに 

 

本研究は，地域の風土に根ざした景観として，大井

手沿川の地域との一体感が感じられる里川景観に着目し，

その景観形成要因を明らかにした． 

まず，大井手沿川の水辺空間形成過程を明らかにし

た．大井手沿川は，熊本市街地の拡大により徐々に宅地

化が進み，非耕作者の市民が現在は居住し，彼らの大井

手に関する活動が1970年代から活発になったことが明ら

かになった．次に，この活動の主体となった市民団体の 

表３ 水辺活動の空間分析 
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活動を基に，地域住民の水辺利用意識を時代的・空間的

分析を行った．その結果，地域住民の景観のみならず景

観形成を意図しない水辺活動も，大井手沿川の一体とな

った形成に大きく寄与したことが明らかになった． 

 
守る c 自然観察会 g 盆踊り参加

d 清掃活動 h ごみ捨て指導

a 自然環境調査 e ホタル鑑賞会 i 初詣
b 川遊び f 語る会 j 餅つき

凡例

井手は熊本においては地域の風土に根ざした水辺で

あり，水辺空間は様々な主体が関わりながら形成してき

た．その中で，地域住民が主体となってきた必ずしも景

観形成を意図しない活動も，人々の活動に親しい水辺，

つまり里川景観を形成したことが分かった． 
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